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１．研究開発の目的 

再生医療や細胞ワクチンに代表される近年の細胞療法の研究開発では，培養された細胞群から治療に適した機

能を発現した細胞のみを効率よく識別・分離・回収する技術が必要不可欠である．本申請では（ⅰ）対象とす

る機能を発現した細胞のみを，（ⅱ）生化学的な標識を施さずに，かつ，ダメージレスで迅速に識別・抽出する

細胞識別・抽出チップの開発を実施する．具体的には再生医療への展開が期待されるES細胞，間葉系幹細胞を

対象とした誘電泳動型細胞ソーティングチップの開発を目的とし，実用化のための試作品を制作する． 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

本研究開発では，ES細胞，間葉系幹細胞を対象とした誘電泳動型細胞ソーティングチップの開発および製品化

を最終目標としてし，実用化のための試作品の開発を行った．開発においては，誘電泳動を行うための多極子

透明電極構造の作製技術の確立，細胞試料の導入・回収機構の開発，ターゲットとなるES細胞および間葉系幹

細胞の誘電泳動特性の調査を行い，最終的に誘電泳動型細胞ソーティングチップの試作機を開発した．試作機

の細胞ソーティング速度を検討したところ，チップの並列化によってFACSと同程度の処理速度が得られること

が明らかとなった． 

②今後の展開 

本研究開発の成果として，対象とする細胞はES細胞，フィーダ細胞，間葉系幹細胞に限定されるが，誘電泳動

型の細胞ソーティングチップを開発することが出来た．今後は，より汎用性の高い製品として実用化に向けた

以下の開発項目を実施する予定である． 

・ iPS細胞などヒト細胞を対象とした細胞ソーティングディバイスの開発 

・ 電圧/交差周波数等のソーティング条件および識別細胞のデータベース構築 

・ ソフトウェア開発含む細胞ソーティングシステムの開発 

 

３．総合所見 

目標とする基本性能は達成され、イノベーション創出が期待される。誘電泳動用櫛型電極を有する細胞ソーテ

ィングチップを試作し、間葉系肝細胞などを用いてダメージレスでラベルフリーの細胞ソーティング能力を評

価した。処理速度の向上が必要であるが、積層技術などの装置的工夫で対応できるので、ソーティング性能の

更なる向上を目指していただきたい。


